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どうして勘違いされちゃうの？

　「あの人自己チュー（自己中心的）じゃ
ない？」「あいつ何考えているかわかん
ないから付き合いにくくて…」
　子どもたちのこんな発言を聞いたこと
はありませんか？ 「友達は自分のことを
わかってくれているはず！」と思ってい
ても、日常の何気ない会話から勘違いや
思い違いが起きてしまうことがありま
す。すぐに誤解が解ければいいのです
が、なかなかうまくいかずに関係が崩れ
てしまうケースも少なくありません。
　授業の導入場面では、寸劇「なんで勘
違いされちゃうの？」を見てもらいまし
た。２人の会話の中で、お互いがそれぞ
れ違うことを考えているために、関係性
が悪くなっていく場面です。「こういう
ことってあるよね」と感じつつ、「このよ
うな誤解を防ぐにはどうすればよいか」
を考えてもらうきっかけをつくれればと
思います。
　副担任等、寸劇の協力者の都合がつか
ない場合は、子どもたちに役者になって
もらうのも、アクティブラーニングの醍
醐味です。

自分のトリセツをつくろう

　寸劇の結末では、Ｃさんの冷静な解釈
のおかげでＡさんとＢさんの関係の破た
んは回避できそうな雰囲気になりまし
た。人間関係の危機に、Ｃさんのような
人がいてくれれば安心ですが、そういっ
た人がどこにでもいるとは限りません。
今回は、Ｂさんの立場で自分のことを丁
寧に伝える必要性について考えてみま
す。
　しかし、自分のことを他者に伝えるこ
とは、簡単ではありません。そこで、自
分を物にたとえて、そのトリセツ（取り
扱い説明書）をつくることによって、自
分への理解を深めるとともに、コミュニ
ケーションスキルを培うこととしました。

　自分のトリセツをつくる第一の目的は、
自分という存在をじっくり見つめる機会
をつくることです。自分はどんな性格か。
どんな習慣があるのか。何が好き（嫌い）
で、それはいつから、どうしてか。自分
に関する情報は、意外に無意識・無自覚
なものが多いものです。自分についてさ
まざまな面から意識し、言語化すること

２
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で自己理解が深まっていきます。
　授業ではワークシート「○○のトリセ
ツ」を使用しました。【各部の名称とはた
らき】では、自分の特徴を周囲のクラス
メイトと相談したりしながらまとめま
す。さらに、基本的欲求の強さを自己評
価する【基本的欲求バロメーター】を完
成させることで、表出する自分の特徴
（行動）と、その背景にある原動力（欲
求）とを関連づけて理解することができ
るでしょう。これは、子どもたちにとっ
て、枠組みがあるせいか、記入しやすか
ったようです。周囲と相談しながら多く
の情報がまとめられていました。

　自分のトリセツをつくる第二の目的は、
自分についてプレゼンテーションをする
ことです。ワークシートの【こんなこと
が好き（得意）‼】や【こんなことが好
きじゃない（苦手）‼】をまとめる過程
で、自己を伝達する他者を意識します。
　他者に伝えてもよい情報は何か。開示
したくない情報は何か。自己の内面を精
査することで、より深い自己理解が起こ
ります。商品の取り扱い説明書ではない
ので、まわりの人に知られたくないこと
は書かなくてもよく、知っておいてもら

いたいことをどう表現するかが課題にな
ります。
　自分のことをうまく表現できない子も
いるかもしれません。その場合はどんな
情報であれば開示できるか、丁寧にサポ
ートしていく必要があるでしょう。

お互いのトリセツを共有しよう

　作成したトリセツは、他者の存在を意
識してまとめた「理解してほしい自分」
です。授業の冒頭で、できあがったもの
をクラス内で共有することを前提として
いることを伝えておきます。
　実際の授業では、完成したトリセツを
共有し、お互いに【ひとことコメント】
を記入し合いました。
　【ひとことコメント】は好きなことや
得意なことに対する承認が多く、なかに
は共通の趣味が書いてあったことから会
話するきっかけができた子もいたようで
す。できるだけ多くのクラスメートと共
有することで、学級全体の相互理解にも
つながります。また、その内容を承認し
合うことで、お互いに自己肯定感も高ま
ります。
　日常生活の中で、勘違いやコミュニケ
ーションのすれ違いは誰にでも起こり得
ます。問題が起こらないよう他者を避け
て一人で生きていくことはできません。
誤解が生じないように、そして仮に誤解
が生じたとしても、それを乗り越えてい
くためには、日頃から自分の性格や能力
などの特徴を他者に理解してもらい、い
つでも意見の違いを話し合える良好な雰
囲気が保たれている必要があるのではな
いでしょうか。
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ナ レーション《ある日のこと。Ａさんと
Ｂさんが会話しています…》

Ａ「この間のゲーセン、楽しかったね」
Ｂ 「うん。プリクラ撮ったときでしょ？」
Ａ 「そうそう。楽しかったよね！　今日
も授業終わったらみんなでゲーセン行
かない？」
Ｂ「今日もプリクラ撮る？」
Ａ「もちろん！　みんなで撮ろうよ！」
Ｂ「いいねー、じゃあ行こう！」

ナ レーション《数日後、またＡさんとＢ
さんが会話をしています…》

Ａ 「ねぇ、今日は、みんなでカラオケ行
こうよ」
Ｂ「カラオケかぁ…、私やめとく」
Ａ「え？　何で？　みんな行くよ？」
Ｂ「う～ん」
Ａ「ほかに予定があるの？」
Ｂ 「ううん、そういうわけじゃないんだ
けど…」
Ａ「誰かとケンカした？」
Ｂ 「誰ともケンカしてないけど、あんま
りカラオケが好きじゃないんだ」
Ａ 「え～ノリ悪いよ～みんな行くの
に～」（心の声：みんな行くのに…つ
きあい悪いなあ）
Ｂ 「ごめんね…」（心の声：カラオケは好
きじゃないんだよね）

ナ レーション《そしてカラオケに行く
と、ＡさんがＣさんと会話をしていま
す》

Ａ 「ねぇねぇ、Ｂって自分勝手でわがま
まだと思わない？」
Ｃ「どうして？」
Ａ 「いつもゲーセンは来るのに、今日の
カラオケはいくら誘っても来ないんだ
よ。別に予定も入ってないのにさ！　
いつもいろんなことして遊びたいって
言ってるから誘っているのに、頭にき
ちゃう。私だったら絶対行くけど！」
Ｃ 「あ～。前にカラオケ苦手だって言っ
てたもん。なんか恥ずかしいらしい
よ。まぁ人それぞれなんじゃない。Ａ
だってボーリング嫌いでしょ？」
Ａ「だって、楽しくないもん…」
Ｃ 「ボーリング行くって話になると、Ａ
は猛反対して、それでも結果的には、
みんなと一緒に行くよね」
Ａ 「うん、まあ、みんなと一緒にいたい
からね」
Ｃ 「そこがＢは違うんだよ。みんなで一
緒にいたいというよりも、好きな遊び
がしたいんじゃないかなあ」
Ａ 「ふーん、そう言われるとそんな気も
するけど……。
　まあ、人それぞれ違うってことかね」

寸劇シナリオ
「なんで勘違いされちゃうの？」
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時間 学習活動 主な発問等 評価の観点

愛・所属５
楽しみ３
自由３
生存３
力２

B

指導上の留意点
☆児童・生徒への個別支援

５分

10分

０．本時の目
標、活動につ
いての説明
（振り返りシ
ートを使っ
て、本時のね
らいを確認）

・寸劇「なんで
勘違いされ
ちゃうの？」
を見る。

１．登場人物
の欲求の強
さを考える

・トリセツ記
入 例「Ｂさ
んのトリセ
ツ」を見る。

・ＡさんとＢ
さんの欲求
を 比 較 す
る。

・Ａさん、Ｂさんはどんな欲
求が強いか考えてみましょ
う。

・Ｃさんは、どんなことを考
えていますか。

・Ｂさんの欲求の特徴があら
かじめわかっていれば、誤
解は生じなかったかもしれ
ません。「Ｂさんのトリセ
ツ」を見てみましょう。

・Ａさんの欲求をバロメータ
ーに書き込み、Ｂさんと比
較してみましょう。

・例えば「愛・所属の欲求」
はどうですか？

　≪例：Ａさんの欲求≫

・寸劇は、子どもたちに
協力してもらってもよ
い。
・基本的欲求について、
思い出してもらう。
・ＡさんとＢさんの基本
的欲求の特徴の違いに
着目できるとよい。

・トリセツとは何か、ど
のように活用できるの
かを説明する。
・Ｂさんの欲求の特徴を
５段階で確認する（「楽
しみの欲求」は強く、
「愛・所属の欲求」は
さほど強くない）。
・Ｂさんのバロメーター
の図にＡさんの欲求を
記入し、２人の欲求を
比較するよう促す。
・Ｂさんの「愛・所属の
欲求」は低いが、Ａさ
んは高いこと、人によ
って違いがあることに
気づいてもらう。
・Ａさんの欲求の強弱
は、あくまでも予想で
あることに留意する。

・本時のねら
いに関心・
意欲を持っ
て取り組も
うとしてい
るか
・登場人物の
内面を推測
しようとし
ているか

・登場人物の
欲求の強さ
の違いを知
ることによ
って、関係
性に与える
影響を考え
ようとして
いるか
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15 分

10 分 

２．ワークシ
ート「自分
の ト リ セ
ツ」の作成

３．「自 分 の
ト リ セ ツ」
の共有

・他の人のト
リ セ ツ に、
コメントを
書いた付箋
を貼りつけ
る。

４．まとめ
・振り返りシ
ートの記入

・教員のトリセツも披露しま
す。このトリセツや「Ｂさ
んのトリセツ」を参考にし
て、自分のトリセツを書い
てみましょう。

・クラス内で見せ合いますの
で、知られてもよい範囲の
内容を書くようにします。
・自分はどんな「上質世界」
を持っていますか？　自己
の内面をしっかり見つめて
から、それぞれの項目を記
入していきましょう。

・他の人のトリセツを見て、
コメントを書いた付箋を貼
りつけてください。

・クラスメートから書いても
らったコメントで、うれし
かったものはありますか。

・今日の授業では、どんな気
づきがありましたか。

・誤解やすれ違いを防ぐ（解
決する）にはどんなことが
大切だと思いますか。

・これからの生活に活かせる
ことはありますか。

・見本として、あらかじ
め作成しておいた教員
のトリセツを配付また
は提示し、トリセツの
書き方を補足してもよ
い（表面的でないこと
も、開示できる範囲で
記載するとよい）。
☆取り組みにくい子ども
には、「基本的欲求の
特徴」や「上質世界」
に関する質問をするな
どして、自分の内面を
言語化しやすくなるよ
う手助けする。

・クラスの状況に応じて、
クラス内で回覧する。
各自の机の上にトリセ
ツを置き、子どもたち
が動きながら確認する
などしてもよい。
☆付箋が貼られていない
子どもには、教員がコ
メントを貼ったり、周
囲の子に声かけするな
どフォローする。

・人間関係の中で起こる
すれ違いを防ぐために
自らの内面を理解して
他者と共有することが
大切だということに気
づけるような支援をす
る。

・授業の中だけでの取り
組みではなく、日常生
活にどのように活かせ
るかを考えてもらうよ
うにする。

・自分のトリ
セツを作成
す る こ と
で、自分自
身への理解
を深めよう
としている
か

・他者のトリ
セツを尊重
し、積極的
にコメント
を記入して
いるか

・自分や他者
に関する新
たな気づき
を表現しよ
うとしてい
るか

・本時の学び
を日常生活
に活かそう
としている
か

10 分 


